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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和1年7月4日(2019.7.4)

【公表番号】特表2018-518777(P2018-518777A)
【公表日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-026
【出願番号】特願2017-565987(P2017-565987)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   13/38     ３５０　
   Ｇ０６Ｆ   13/38     ３４０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   13/36     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月29日(2019.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周辺構成要素相互接続(PCI)エクスプレス(PCIe)システムにおけるホストメモリを制御
するための方法であって、
　ホスト内のホストメモリに関連付けられた前記ホストのルートコンプレックスにおいて
、前記ホストメモリ内に記憶されたデータの第1の部分へのアクセスを求める第1のエンド
ポイントからの要求を受信するステップと、
　前記ホストからの前記データの前記第1の部分に関連付けられたアドレス範囲の所有権
を前記ホストのコヒーレンシエージェントに要求するステップと、
　前記コヒーレンシエージェントによって、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホスト
から前記第1のエンドポイントに割り当てるステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられたデータを前記第1のエンドポイントに提供するステ
ップと、
　前記アドレス範囲の前記所有権が前記ホストに戻るときに、前記アドレス範囲に関連付
けられた修正されたデータを前記第1のエンドポイントから受信するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正されたデータを前記ホストメモリ内に記憶
するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正されたデータを前記第1のエンドポイント
から受信する前に、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストに返すことを前記第1の
エンドポイントに要求するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記アドレス範囲の前記所有権を前記第1のエンドポイントから前記ルートコンプレッ
クスにおいて受信するステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正されたデータを前記第1のエンドポイント
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から受信した後で、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストに返すステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ルートコンプレックスにおいて、前記ホストメモリ内に記憶された前記データの第
2の部分を読み取ることを求める第2のエンドポイントからの要求を受信するステップであ
って、前記データの前記第2の部分が前記アドレス範囲に関連付けられる、ステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データのスナップショットを前記第1のエンド
ポイントに要求するステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データの前記スナップショットを前記第2のエ
ンドポイントに提供するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記ルートコンプレックスにおいて、前記ホストメモリ内に記憶された前記データの第
2の部分へのアクセスを求める第2のエンドポイントからの要求を受信するステップであっ
て、前記データの前記第2の部分が前記アドレス範囲に関連付けられる、ステップと、
　前記コヒーレンシエージェントに、前記第1のエンドポイントから前記アドレス範囲の
前記所有権を要求するステップと、
　前記第1のエンドポイントに、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストに返すこと
を要求するステップと、
　前記コヒーレンシエージェントによって、前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正
されたデータを前記第1のエンドポイントから受信した後で、前記アドレス範囲の前記所
有権を前記第1のエンドポイントから前記第2のエンドポイントに割り当てるステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記第2のエンドポイントに提供する
ステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　周辺構成要素相互接続(PCI)エクスプレス(PCIe)システムのホストシステムであって、
　PCIeバスを通して少なくとも第1のエンドポイントおよび第2のエンドポイントに結合さ
れるように構成されたPCIeバスインターフェースと、
　データが記憶されたホストメモリであって、少なくとも前記データの第1の部分および
前記データの第2の部分がアドレス範囲に関連付けられる、ホストメモリと、
　前記ホストメモリに関連付けられたルートコンプレックスであって、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データの前記第1の部分の所有権を求める前記
第1のエンドポイントからの要求を前記PCIeバスから受信することと、
　前記ホストシステムからの前記データの前記第1の部分に関連付けられた前記アドレス
範囲の前記所有権をコヒーレンシエージェントに要求することと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記第1のエンドポイントに提供する
ことと、
　前記アドレス範囲の前記所有権が前記ホストシステムに戻るときに、前記アドレス範囲
に関連付けられた修正されたデータを前記第1のエンドポイントから受信することと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正されたデータを前記ホストメモリ内に記憶
すること
を行うように構成されたルートコンプレックスと、
　前記アドレス範囲の所有権を制御するように構成された前記コヒーレンシエージェント
であって、
　前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストシステムから前記第1のエンドポイントに
割り当てるようにさらに構成される、前記コヒーレンシエージェントと
を備えるホストシステム。
【請求項８】
　周辺構成要素相互接続(PCI)エクスプレス(PCIe)システムのエンドポイントにおけるデ
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ータを管理するための方法であって、
　第1のエンドポイントによって、ホストメモリに関連付けられたルートコンプレックス
に、前記ホストメモリ内に記憶されたデータの一部へのアクセスを要求するステップと、
　アドレス範囲に関連付けられたデータおよび前記アドレス範囲の所有権を前記ルートコ
ンプレックスから受信するステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記第1のエンドポイントのローカル
メモリに記憶するステップと、
　前記アドレス範囲の前記所有権がホストシステムに戻ったことに応答して、前記アドレ
ス範囲に関連付けられた修正されたデータを前記ルートコンプレックスに提供するステッ
プと
を含む方法。
【請求項９】
　前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストシステムに返すことを求める要求を前記ル
ートコンプレックスから受信したことに応答して、前記アドレス範囲に関連付けられた前
記修正されたデータを提供するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1のエンドポイントによって、前記アドレス範囲に関連付けられた前記修正され
たデータを前記ルートコンプレックスに提供した後で、前記アドレス範囲の前記所有権を
前記ホストシステムに返すステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1のエンドポイントにおいて、前記アドレス範囲に関連付けられた前記データの
スナップショットを求める第2のエンドポイントからの要求を前記ルートコンプレックス
から受信するステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データの前記スナップショットを前記第2のエ
ンドポイントに提供するステップと
をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のエンドポイントにおいて、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストシス
テムに返すことを求める要求を受信するステップと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記ルートコンプレックスに提供する
ステップと、
　前記第1のエンドポイントによって、前記アドレス範囲の前記所有権を前記ホストシス
テムに返すステップと
をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１３】
　周辺構成要素相互接続(PCI)エクスプレス(PCIe)システムのエンドポイントであって、
　ローカルメモリと、
　前記ローカルメモリに結合された処理回路であって、
　PCIeシステムのホストメモリに関連付けられたルートコンプレックスに、前記ホストメ
モリ内に記憶されたデータの一部へのアクセスを要求することと、
　アドレス範囲に関連付けられたデータおよび前記アドレス範囲の所有権を前記ルートコ
ンプレックスから受信することと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記エンドポイントの前記ローカルメ
モリに記憶することと、
　前記アドレス範囲の前記所有権が前記PCIeシステムに戻ったことに応答して、前記アド
レス範囲に関連付けられた修正されたデータを前記ルートコンプレックスに提供すること
と
を行うように構成された処理回路と
を備えるエンドポイント。
【請求項１４】
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　前記処理回路は、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記ルートコンプレックスに提供し、
前記アドレス範囲の前記所有権を前記PCIeシステムに返すことを求める要求を受信したこ
とに応答して前記アドレス範囲の前記所有権を前記PCIeシステムに返すようにさらに構成
される、請求項13に記載のエンドポイント。
【請求項１５】
　周辺構成要素相互接続(PCI)エクスプレス(PCIe)システムであって、
　ホストシステムを備え、前記ホストシステムが、
　PCIeバスを通して少なくともPCIeシステムのエンドポイントに結合されるように構成さ
れたPCIeバスインターフェースと、
　データが記憶されたホストメモリであって、前記データの少なくとも一部がアドレス範
囲に関連付けられる、ホストメモリと、
　前記ホストメモリに関連付けられたルートコンプレックスであって、前記アドレス範囲
に関連付けられた前記データの前記一部の所有権を求める前記エンドポイントからの要求
を前記PCIeバスから受信するように構成されたルートコンプレックスと、
　前記アドレス範囲の所有権を制御するように構成されたコヒーレンシエージェントと
を備え、
　前記エンドポイントが、ローカルメモリと処理回路とを備え、前記処理回路が、
　前記ホストメモリ内に記憶された前記データの前記一部へのアクセスを前記ルートコン
プレックスに要求することと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データおよび前記アドレス範囲の前記所有権を
前記ルートコンプレックスから受信することと、
　前記アドレス範囲に関連付けられた前記データを前記ローカルメモリに記憶することと
、
　前記アドレス範囲の前記所有権が前記ホストシステムに戻ったことに応答して、前記ア
ドレス範囲に関連付けられた修正されたデータを前記ルートコンプレックスに提供するこ
とと
を行うように構成されるPCIeシステム。
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